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研究成果の概要（和文）：コロナ禍にあって、子どもの生活環境の中の室内音環境を正確に客観的に測定し、子
どもや周囲の大人の聴覚情報処理特性や体調や気分の変化、子どもへの対応の変化、子どもの情緒・行動上の問
題の変化などのメンタルヘルス上の問題に及ぼす影響を調査するために、家族機能が脆弱な児童が閉ざされた空
間の中で長期間にわたり生活することが多い児童精神科入院病棟の入院児童や職員を対象にした。音環境保全対
策の前後で、聴覚過敏をもつ児童の情緒・行動上の問題が改善し、職員にとっても騒々しさが減って過ごしやす
くなる可能性を示唆する結果が得られ、児童虐待のリスクの高い家庭の生活環境上の工夫や配慮の提案につなが
ることが期待できた。

研究成果の概要（英文）：During the COVID-19 pandemic, we investigated the effects of noise 
environment and auditory information processing on mental health of children and adults, in a child 
and adolescent psychiatric ward, where hospitalized children with vulnerable family functions often 
live for long periods of time in a closed space.After improving the sound environment, the staff of 
the child and adolescent psychiatric ward felt less noisy and easier to spend, and the emotional and
 behavioral problems of children with auditory hyper-sensitivity were improved. Our results suggest 
that the risk of child abuse might be decreased by improving the sound environment of daily life.

研究分野：児童青年期精神医学

キーワード： 教育的環境　音環境　神経生理　精神保健　発達障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
家族機能が脆弱な児童が閉ざされた空間の中で長期間にわたり生活することが多い児童精神科入院病棟におい
て、音環境保全対策の前後で、聴覚過敏をもつ児童の情緒・行動上の問題が改善し、職員にとっても騒々しさが
減って過ごしやすくなる可能性を示唆する結果が得られたことは、児童虐待のリスクの高い家庭の生活環境上の
工夫や配慮の提案につながることが期待でき、本研究成果は、学術的にも社会的にも意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、発達障害を有する子どもの感覚特性の問題や、保育・教育現場での音環境の問題とその
改善のための取り組みが注目されている。発達障害を有するものの中に感覚過敏などの非定型
的な感覚特性を有するものが多く、発達障害の診断を持たない人の中にも程度の差はあれ同様
の特性を持ち、日常生活環境の中で音や視覚情報の配慮のニーズは、かなり高いものと考えられ
る。日常生活上よく耳にする程度の音圧でも自閉スペクトラム児の聴覚過敏性が亢進していた
という研究代表者の研究成果は、日常生活においても聴覚過敏をもつ自閉スペクトラム児では
生理的な不快感をもっており、日常生活における音環境により聴覚過敏を持つ子どものメンタ
ルヘルスに支障がもたらされている可能性が考えられ、この成果がテレビや新聞などで取り上
げられた際に、かなり大きな反響があった。しかし、音環境と感覚特性が子どものメンタルヘル
スに与える影響に関しては、研究代表者が分担研究者の上野・中村らとともに、本研究の先行研
究（教室内音環境と聴覚情報処理特性が子どものメンタルヘルスに及ぼす影響、研究代表者、文
部科学省 科学研究費 基盤研究(B)、平成 28 年〜30年度）で、学校や保育園の室内音環境と
子どもの感覚特性が、子どものメンタルヘルスに及ぼす影響について研究するまで、知られてい
なかった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、子育てに関わる家族が過ごす日常生活空間における音環境と、家族の聴覚特性
（過敏・鈍麻など）が、家族全体のメンタルヘルスに与える影響を明らかにすることを目的とす
る。子育てをしている日常生活空間の音環境を音センサで測定し、子育てに関わる人の発達特
性・感覚特性およびメンタルヘルスの問題との関連について評価した後、音環境保全対策を行い、
感覚特性に応じて音環境がメンタルヘルスにどのような影響をもたらすか調べることで、子育
てに関わる家族全体のメンタルヘルス改善につながる最適なメンタルヘルス支援対策を提案す
ることを目的とする。近年、発達障害を有する子どもの感覚特性への配慮の必要性が、様々な生
活場面で認識されており、特に聴覚情報処理は、対人コミュニケーションに与える影響は大きく、
コロナ禍にあっては、換気のため窓やドアを開放し室外の騒音が室内の音環境に影響するため、
生活環境全般において、音環境保全対策の必要性が増している。 
 
 
３．研究の方法 
研究代表者が、これまで発達障害支援に関わり、音環境を中心にした子どもの支援について研
究してきた東京都大島町の就学前の子どもを持つ家族を主な調査対象として予定していたが、
分担研究者の上野らが、室内音環境の計測のためのウエアラブル音センサの測定精度を、従来の
騒音計と比較したところ、現段階で入手できるウエアラブル音センサでは十分な精度が得られ
ず、家庭内でウエアラブル音センサを用いた音環境測定は現段階では難しいと考えられた。その
ため、音環境の測定は騒音計を設置して行うことが適当と考えられ、騒音計による音環境測定が
可能な児童の入所あるいは入院施設等での調査を行うこととした。 
児童精神科病棟は、発達障害をもつ子どもや多動性・衝動性のある子ども、家族機能が脆弱な
子どもなど、情緒や行動上の問題が大きい子どもが入院治療を受け、共同生活を送る施設であり、
聴覚過敏を有する児童が含まれている可能性が高い。本研究では、分担研究者の土田がこれまで
連携してきた三重県の児童精神科病棟において、子どもたちが遊ぶことが多いデイルームに吸
音パネルを設置するなど、分担研究者の上野らが建築音響工学的な知見を応用した音環境保全
対策を行い、吸音パネル設置前・後に音環境調査や職員を対象に音の感じ方の違いやそれによる
体調や気分の変化、入院する子どもへの対応の変化、入院する子どもの感覚特性、情緒・行動上
の問題の変化を評価した。なお、本研究は鈴鹿医療科学大学倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
３．１．対象：対象は、三重県立こども心身発達医療センター児童精神科あすなろ 3階病棟およ
びその病棟職員である。三重県立子ども心身発達医療センターは、18 歳未満の児童を主な対象
とした医療・福祉施設であり、併設する特別支援学校と隣接する病院と連携し、運営されている。
取組みの対象である児童精神科病棟は、3，4 階に児童が暮らす病室や活動室が配置され、児童
の入院期間は 1年弱である。食堂、トイレは天井に、グループ活動室一室には天井及び壁に吸音
材料が使われていた。上記以外の児童が日常を過ごす大部分の室は、室内に吸音材料が使用され
ていなかった。 
  



３．２．吸音パネルの設置：児童精神科病棟に入院
する子どもたちがテレビの視聴や製作、おもちゃ
遊びなどの活動を行い、子ども同士や子どもと職
員の間の関わりが多く認められるデイルームの壁
面に吸音パネル（オトピタ 01、0.455×0.455 m2，
大建工業）75枚を設置した（図 1）。入所児童の安
全が守られるよう、入院児童が足をかけて上に登
ったりしないよう、床から１ｍほど空けて設置し
た。 
 
３．３．音環境の測定調査：吸音パネルを設置する
デイルームに騒音計を設置し、吸音パネルの設置
の前後で、残響時間および音環境を 1 週間測定し
た。 

図１：吸音パネル設置後の室内の様子 
 
３．４．音環境調整実施前後の職員の意識調査：音環境調整実施前・実施後 1週間および 2か月
の時点で、職員を対象に、聞こえや体調、気分の変化など職員の意識調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
吸音パネルの設置後、残響時間が短縮し、等価騒音レベルの頻度分布も下位にシフトした（図
2, 3）。職員の意識調査では、声や音が聞きやすくなり騒々しさが減り、子どもも集中して遊ぶ
ようになったという感想・意見があった。音環境保全対策によって、職員の音環境への意識や子
どもの過ごし方に変化を認める可能性が示唆された。 
 児童精神科入院病棟は、そこで過ごす子どもや職員にとって重要な生活空間であり、音環境保
全により聴覚過敏をもつ児童の情緒・行動上の問題が改善し、職員にとっても騒々しさが減って
過ごしやすくなる可能性を示唆する結果が得られた。児童精神科病棟や児童入所施設では、家族
機能が脆弱な児童が閉ざされた空間の中で長期間にわたり生活することが多い。このような施
設において音環境保全対策を行うことで、子どものケアに日常的にスタッフや子どものメンタ
ルヘルスにもたらす影響を評価することで、児童虐待のリスクの高い家庭の生活環境上の工夫
や配慮の提案につながるものと期待できる。 
現在高知県でも産科や教育委員会、福祉、保健など多領域と連携して、音環境保全対策が、子
どもや家族、支援者のメンタルヘルスに与える影響に関して評価する研究体制を整備しており、
分担研究者の中村らにより、アクチグラフによる行動動態の評価を行うことで、音環境保全対策
が感覚の問題を抱える子どもの睡眠動態や日中の活動動態（行動異常）に与える効果を客観的に
評価できると考えられる。今後新規のウエアラブル音センサが開発されれば、精度を確認した上
で研究利用の可否について適宜検討していき、騒音計以外にもウエアラブル音センサを用いて、
東京都大島町や高知県で協力の得られた家族や、児童の入院あるいは入所施設に対して調査の
準備も進めていく。 
 
 

 
   図 2：残響時間                図 3：等価騒音レベル(LAeq,1min)の 
                           頻度分布の比較（平日） 
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